
元の魅力を発信するJALの客室乗務員「JALふるさ
とアンバサダー」の吉田瑞穂さんが秋の窯開きに向

けて上野焼の器をデザインしました。コラボ商品は JALの
象徴である鶴をイメージしたデザインが大好評で窯開きの3
日間で完売。3月に行われ
るスイーツ大茶会でも第二
弾のＪＡＬと上野焼のコラ
ボ商品を販売する予定です。

地
上野焼×JALのコラボ商品が誕生 Column  

↑㊧から吉田瑞穂さん、髙鶴享一さん、酒井俊雄さん、熊谷守さん。 ↑㊧から庚申窯、守窯、昇龍窯。
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1作業場では、父
の背中を前に娘 2
人が真剣に作陶。2
作品についての意
見交換やときには雑
談もあり笑顔があふ
れる作業場。3「焼
き方や温度調整に
よって釉薬が出す色
は変わるのでとても
面白い」と語りなが
ら灯油窯の温度を随
時確認する守さん。
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を
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大
学
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の
時
に
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下
で
本
格
的
に
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を
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を
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に
し
た
デ

ザ
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が
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と
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、
今
で
は
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多
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の
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が
そ
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を
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を
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で
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す
。

　

今
、
若
き
陶
芸
家
の「
挑
戦
」に
よ
っ
て

４
２
０
年
以
上
の
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史
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る
上
野
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に
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な
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と
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来
へ
の
希
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が
生
ま

れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

校三年生の頃から手伝いで器の
販売などを行っていました。そ

の後、青森で就職をして28歳のとき、
上野焼の後継者として陶器の魅力を広
めたいと思い、故郷で本格的に陶芸を
始めることを決意。私は、陶片を使っ
たアクセサリーや器などを作っていま

高

たちの若い感性にはいつも驚か
されています。私が作った釉薬

で恐竜の器やアクセサリー類など今ま
でになかった作品たちにいつも刺激を
もらっています。現在、上野焼の後継
者不足が深刻な状況の中で娘 2人が陶
芸家として活躍している姿は、父そし

娘 て陶芸家としても誇らしく思っていま
す。これからも彼女たちの挑戦をそっ
と見守り、上野焼そして福智町の繁栄
のため親子二代で切磋琢磨しながら頑
張っていきたいです。ぜひ、私たちの
作品を通じて、陶器に込めた思いや上
野焼の魅力を手に取り感じてください。

す。守窯の店舗には父や私たちの作品
があり、幅広い世代のかたがたに楽し
んでいただけるのが特徴でありコンセ
プト。上野焼は福智町の誇りであり魅
力の一つです。これからも上野焼を守
り、みなさんが身近に感じてもらえる
ような作品を作っていきたいです。
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「後継者として先陣を切り挑戦」

「伝統と町の繁栄を親子二代で挑む」
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福岡造形短期大学・九州産業大学卒業後、22歳の
時に父である守さんのもとで本格的に陶芸を開始。

↑東京ドームシティ プリズムホールで行われるテーブルウェア・フェス
ティバル2025に出品するコップや器に真剣な眼差しで絵付けする守さん。

↑
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特集 「挑戦」福智の未来を切り拓くために―


